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３ 総合評価落札方式の仕組み 本購入の落札方
式は、競争参加資格確認資料の提出に併せて総
合評価資料を提出し、競争参加資格が認められ
た者に基礎点を与え、その基礎点に各評価項目
の評価による点数の合計（以下「評価加算点」
という。）を加算した得点（以下「技術評価点」
という。）を、入札書の価格で除した総合評価点
が最も高い者を落札者となるべき者とする総合
評価落札方式である。
 評価項目及び評価指標 各評価項目の評価
は、評価指標に基づき評価する。
評価項目 作業性向上（ホッパ容量） 最
大ホッパ容量で評価
評価指標：ホッパ容量について数値方式で
評価 最高の数値を満点、標準値を０点
とする。その間の数値については、按分
した点数（小数第２位を四捨五入し小数
第１位止めとする。）を付与する。
標準値は、６とする。

評価項目 作業性向上（キーレスエント
リー装置） キーレスエントリー装置の有
無を評価
評価指標：車両のキーレスエントリー装置
について判定方式で評価
有：キーレスエントリー装置が装備され
ている。
無：キーレスエントリー装置が装備され
ていない。

評価項目 安全性向上（安全対策機能）
車両の先進技術を利用した安全運転に資す
るシステムの有無を評価
評価指標：安全対策機能の導入数量につい
て判定方式で評価
なお、評価については、スノープラウ装
着時とする。
１）車間距離警報装置
２）車線逸脱警報装置
３）前方障害物衝突被害軽減制動制御装
置
４）車両横滑り時制動力・駆動力制御装
置
優 ４項目の装置が装備されている。
良上 ３項目の装置が装備されてい
る。
良 ２項目の装置が装備されている。
良下 １項目の装置が装備されてい
る。
可 上記に該当しない。

評価項目 安全性向上（着雪防止装置）
着雪防止装置（サイドミラーへの着雪を防
止するための装置）の有無を評価
評価指標：着雪防止装置の有無について判
定方式で評価
有：着雪防止装置が装備されている。
無：着雪防止装置が装備されていない。

評価項目 保証 保守管理に必要な部品供
給期間を評価
評価指標：部品供給期間について数値方式
で評価 最高の提案を満点、10年を０点
とする。その間の提案については、按分
した点数（小数第２位を四捨五入し小数
第１位止めとする。）を付与する。
【数値方式】 評価項目の項目別配点は、
総合評価資料に記載された数値により算
出する。最高の数値を満点、各評価指標
に記載された数値を０点とし、数値に応
じ按分した評価加算点を付与する。
【判定方式】 評価項目の項目別配点は、
評価指標により優／良上／良／良下／
可、又は有／無を判定し、判定結果に応
じて評価加算点を付与する。
優 標準案に比べ、非常に優れているも
の。
良上 良に比べ、やや優れているもの。
良 標準案に比べ、優れているもの。
良下 標準案に比べ、やや優れているも
の。
可 標準案又は標準案と同等であるも
の。

【注意事項】
・評価項目に関する証拠書類の写しを総
合評価資料に併せて提出すること。
・評価項目は、納入予定の機械につい
て、各評価項目の数値が確認できる仕
様書を提出すること。
・評価項目～は、納入予定の機械に
ついて、各評価項目の内容が確認でき
る仕様書を提出すること。
・評価項目は、標準仕様書の規定に基
づいた期間について、受渡日からの期
間とする。

 評価加算点の付与方法
 作業性向上（ホッパ容量） 配点：２～
０
 作業性向上（キーレスエントリー装置）
配点：有：１、無：０

 安全性向上（安全対策機能） 配点：優：
５、良上：375、良：25、良下：125、可：
０
 安全性向上（着雪防止装置） 配点：有：
１、無：０
 保証 配点：１～０
 落札者となるべき者の決定方法 競争参加
資格が認められた者に与えられる基礎点に評
価加算点を加算した技術評価点を、価格評価
点で除して算定される総合評価点が最も高い
者を落札者となるべき者とする。総合評価点
の算出方法は以下のとおりとする。
 総合評価点 技術評価点／価格評価点
 技術評価点 競争参加資格が認められた
者に与えられる基礎点（100点）に評価加
算点（０～10点）を加算したのもとする。
 価格評価点 入札書に記載された価格を
100万円単位とし、小数点以下第２位を四
捨五入して１位止めとする。

 上記において、総合評価点の最も高い者
が２者以上あるときは、入札価格が低い者を
落札者となるべき者に決定する。更に総合評
価点及び入札価格が同じ者が２者以上あると
きは、くじ引きにより落札者となるべき者を
決定する。
 総合評価提案の履行に関する事項
 保証について 受注者の責により、入札
時の提案内容を満足できない場合は、「故意
によるかし」として、その補修又は損害賠
償を請求する。
 その他の評価項目について 受注者の責
により、入札時の提案内容を満足できない
場合は、契約違反としての措置を講ずる場
合がある。

４ 入札手続等
 契約条項を示す場所、入札説明書の交付場
所及び問い合わせ先
〒4600003 愛知県名古屋市中区錦２丁目
18番19号 三井住友銀行名古屋ビル12階 中
日本高速道路株式会社 名古屋支社 総務企
画部 契約課 電話0522221448
 入札説明書等の交付期間、交付場所及び交
付方法
 交付期間：入札公告日から令和２年６月
16日（火）までの土曜日、日曜日及び祝日
を除く毎日午前８時30分から午後８時ま
で。

 交付場所：当社ホームページに掲載の入
札情報公開システムによる。
 交付方法：入札情報公開システムにデー
タをアップロードして交付する。
(URL:https://www.epi-asp.fwd.ne.jp/

koukai/do/logon?name1=

06E0060006200600）
また、入札公告及び設計図書等は、訂正・
取消をする場合があり、訂正・取消を行っ
たときは、入札情報公開システムに掲載す
る。

 申請書等の提出期間、提出場所及び提出方
法
 提出期間：入札公告日から令和２年４月
27日（月）までの土曜日、日曜日及び祝日
を除く毎日午前10時から午後４時まで。
 提出場所：上記に同じ。
 提出方法：持参又は郵送（書留郵便に限
る。）とし、電送による提出は認めない。

 入札書の提出期限、提出場所及び提出方法
 提出期限：令和２年４月27日（月）午後
４時00分
 提出場所：上記に同じ
 提出方法：持参又は郵送（書留郵便に限
る。）とし、電送による提出は認めない。

 開札の日時及び場所
 日時：令和２年６月17日（水）午後３時
30分
 場所：上記に記載する三井住友銀行名
古屋ビル８階の入札室

５ その他
 契約手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨

 入札保証金及び契約保証金 免除
 入札者に要求される事項 入札者は、開札
日の前日までの間において、契約責任者から
申請書等に関し説明を求められた場合は、そ
れに応じなければならない。
 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
のない者の行った入札、申請書等に虚偽の記
載をした者の行った入札及び入札に関する条
件に違反した者の行った入札は無効とする。
 契約書の作成の要否 要
 手続における交渉の有無 無
 その他 詳細は、交付図書の入札説明書に
よる。
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